
- 1 - 

議会運営委員会記録 
 

○開催日時 

令和５年８月１６日 午前９時５４分～午前１０時３４分 

───────────────────────────────────────── 

○開催場所 

第２委員会室 

───────────────────────────────────────── 

○出席委員（８人） 

   委 員 長  森 満   晃 

   副委員長  成 川 幸太郎 

   委  員  川 添 公 貴 

   委  員  下 園 政 喜 

委  員  帯 田 裕 達 

委  員  山 元   剛 

委  員  坂 口 正 幸 

委  員  岩 切 正 之 

───────────────────────────────────────── 

○議長（地方自治法第１０５条による出席） 

   議  長  大田黒   博 

───────────────────────────────────────── 

○委員外議員（会議規則第１１８条による出席） 

   副 議 長  中 島 由美子 

───────────────────────────────────────── 

○説明のための出席者 

行 政 管 理 部 長  鬼 塚 雅 之 

総 務 課 長  黒 木   諭 

法 制 担 当 主 幹  小 島 早智子 

財 政 課 長  大 濱 浩 一 

────────────── 

未 来 政 策 部 長  古 川 英 利 

スマートデジタル監  喜 山 雄 介 

────────────── 

市 民 安 全 部 長  上 戸 理 志 

────────────── 

保 健 福 祉 部 長   小柳津 賢 一 

医 療 対 策 監  古 里 洋一郎 

────────────── 

建 設 部 長  城之下   誠 

────────────── 

農 林 水 産 部 長  中 島 弘 喜 

────────────── 

経 済 シ テ ィ セ ー ル ス 部 長  有 馬 眞二郎 

観光文化スポーツ対策監  花 木   隆 

────────────── 

消 防 局 長  石 原 浩 之 

────────────── 

教 育 部 長  上大迫   修 

────────────── 

水 道 局 長  今 井 功 司 

────────────── 

事 務 局 長  田 代 健 一 

議 事 調 査 課 長  久 米 道 秋 

─────────────────────────────────────────

○事務局職員 

事 務 局 長  田 代 健 一       主幹兼管理調査グループ長  原   浩 一 

議 事 調 査 課 長  久 米 道 秋       管理調査グループ員  米 森 祐 太 

課長代理兼議事グループ長  上 川 雄 之             議 事 グ ル ー プ 員  今 吉 聖 人 

───────────────────────────────────────── 

○審査事件等 

１ 議会運営委員会委員の選考について 

２ 特別委員会委員の選考について 

３ 今期定例会の会期及び会期日程（案）について 
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４ 今期定例会に付議される議案等について 

⑴ 提出議案等の概要説明 

⑵ 議案等の審議方法について 

         ───────────────────────────────────────── 
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△開  会 

○委員長（森満 晃）これより議会運営委員

会を開会いたします。本日の委員会は、お手元の

審査日程により審査を進めたいと思いますが、御

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議ありませんので、

そのように審査を進めます。 

 ここで、２名からの傍聴の申出がありますので、

これを許可します。 

 なお、会議の途中、追加での傍聴の申出がある

場合にも、委員長において随時許可いたします。 

 それでは、まず、議長から御挨拶をお願いいた

します。 

○議長（大田黒 博）改めまして、おはよう

ございます。台風６号も通過をしたようでござい

ます。そして、また７号も関西を抜けたというこ

とでございまして、６号の災害等におきましては

お盆までに調査をして、お盆明けに報告するとい

うことの報告がまいっておりますので、よろしく

お願いします。 

 明日が県の研修会、議員研修会、そして１８日

が議員勉強会ということでございます。議員勉強

会の１８日におきましては、私が市長と知事要望

が入っておりまして、そちらのほうに出席すると

いうことで、副議長のほうにお願いしてございま

すので、皆さん方の出席をまたよろしくお願いい

たします。 

 ２２日からの９月議会でございますので、その

ための議運でございます。どうかよろしくお願い

します。終わります。 

────────────── 

△議会運営委員会委員の選考について 

○委員長（森満 晃）それでは、議会運営委

員会委員の選考についてを議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○議事調査課長（久米道秋）それでは、資料

１をお願いいたします。 

 前回御説明しておりました、議会運営委員会委

員の欠員につきまして、自民創志会のほうから選

出していただくことと決定していただいたところ

でございます。 

 記載のとおり、同会派から溝上一樹議員の選出

届の提出がございましたので、同議員の選考をお

願いするものでございます。 

○委員長（森満 晃）ただいま説明がありま

したが、質疑、意見はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑、意見はないと認

めます。 

 それでは、議会運営委員会委員の委員について

は資料のとおり選考することで、御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議ありませんので、

本件については資料のとおり選考することに決定

しました。 

 なお、９月定例会初日、８月２２日の本会議に

おいて、議長から指名されることになりますので、

御了承願います。 

 以上で、議会運営委員会委員の選考についての

審査を終了いたします。 

────────────── 

△特別委員会委員の選考について 

○委員長（森満 晃）次は、特別委員会委員

の選考についてを議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○議事調査課長（久米道秋）資料２をお願い

いたします。特別委員会の委員につきまして、前

回の委員会におきまして、それぞれの特別委員会

の委員に、創造薩摩川内から選出していただくこ

ととなってございました。同会派からは、川内原

子力発電所対策調査特別委員会の委員に下園政喜

議員、議員定数等調査特別委員会の委員に新原春

二議員が、それぞれ選出届が提出されたところで

ございます。 

 よって、両名を選考いただくものでございます。

よろしくお願いします。 

○委員長（森満 晃）ただいま説明がありま

したが、質疑、意見はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑、意見はないと認

めます。 

 それでは、特別委員会の委員については、資料

のとおり選考することで、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議ありませんので、

本件については、資料のとおり選考することに決
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定しました。 

 なお、９月定例会初日、８月２２日の本会議に

おいて、議長から指名されることになりますので、

御了承願います。 

 以上で、特別委員会委員の選考についての審査

を終了いたします。 

 ここで、当局が入室しますので、しばらくお待

ちください。 

［当局職員入室］ 

────────────── 

△今期定例会の会期及び会期日程（案）に

ついて 

○委員長（森満 晃）次は、今期定例会の会

期及び会期日程（案）についてを議題といたしま

す。 

 概要説明を事務局長に求めます。 

○事務局長（田代健一）資料３－１、令和

５年第３回市議会定例会会期及び会期日程（案）

を御覧下さい。 

 今期定例会の会期は、８月２２日から１０月

５日までの４５日間とし、会期日程は、８月

２２日の本会議で委員会視察報告、議案説明及び

一部議案審議を行い、翌２３日の正午が質問通告

締切り、質問予定者数については資料３－２のと

おり、現時点では１４人となるようでございます

が、４日間で質問者を割り振ることとし、８月

３１日、９月１日及び４日の本会議で総括質疑並

びに一般質問を行い、５日の本会議では総括質疑

並びに一般質問、その後、議案等付託及び委員会

視察報告を行い、その後、６日に産業建設委員会、

７日に生活福祉委員会、８日に総務文教委員会を

開催願い、１１日は委員会予備日とし、同日に議

員定数等調査特別委員会、翌１２日に川内原子力

発電所対策調査特別委員会を開催してはいかがか

と考えます。 

 さらに、２０日の本会議では、付託事件等審査

結果報告、決算認定議案等説明及び同議案付託の

のち、一部議案審議、翌日から決算審査を開始す

ることとし、２１日に生活福祉委員会、２５日に

総務文教委員会、２６日に産業建設委員会を開催

願いまして、２７日、２８日の２日間を委員会予

備日とし、５日の本会議において付託事件等審査

結果報告及び一部議案審議を予定してはいかがか

と考えます。 

 最後に、今後の議運の開催予定でありますが、

最初の中日議運を９月４日の本会議終了後に、決

算認定議案等に係る議運を９月１２日の午前

１０時に、２回目となります中日の議運を９月

２０日午前９時に、さらに最終日の議運を１０月

５日の午前９時からそれぞれ計画しているところ

でございます。 

○委員長（森満 晃）ただいま説明がありま

したが、質疑、意見はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑、意見はないと認

めます。 

 それでは、今期定例会の会期及び会期日程

（案）については説明のとおりとすることで御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議ありませんので、

そのように決定しました。 

 以上で、今期定例会の会期及び会期日程（案）

についての審査を終了いたします。 

────────────── 

△今期定例会に付議される議案等について 

○委員長（森満 晃）次は、今期定例会に付

議される議案等についてを議題といたします。 

 一括、事務局長に説明を求めます。 

○事務局長（田代健一）資料４－１、付議事

件等区分表（案）を御覧ください。 

 まず、委員会の視察報告が２件。７月に実施さ

れました、生活福祉委員会及び産業建設委員会の

各所管事務調査報告でございますが、それぞれ

８月２２日の本会議で報告いただく予定でありま

す。 

 次に、当局からは一般議案１６件、補正予算

６件、計２２件の議案等の提出が予定されており

ます。 

 資料４－２、付議事件一覧を併せて御覧くださ

い。 

 議案第７９号は、特定教育・保育施設及び特定

地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例

の一部改正であり、関係法の一部改正に伴い所要

の規定の整備を行おうとするもので、本案は８月

２２日の本会議審議にしてはと考えます。 

 議案第７８号は、財産の取得議案であり、里学

校給食センター及び下甑学校給食センター厨房機
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器一式を記載のとおり取得しようとするもので、

９月８日の総務文教委員会に付託してはと考えま

す。 

 次に、議案第８１号は、印鑑条例の一部改正で

あり、関係法の一部改正に伴い、専用の端末機等

での印鑑登録証明書の交付について、移動端末設

備用利用者証明用電子証明書により受けられるよ

うにするほか、所要の規定の整備を図ろうとする

もの。 

 議案第８２号は、財産の取得議案であり、大型

じんかい車両の更新のため、同車両を記載のとお

り取得しようとするもの。 

 議案第８３号は、使用済核燃料税条例の制定に

ついてで、現条例が令和６年１月４日限り失効す

ることに伴い、貯蔵されている使用済核燃料に係

る法定外普通税を令和６年度から令和１０年度ま

で課税することについて、必要な事項を定めるも

のです。 

 ここで、議案第８３号について補足説明があり

ますので、資料４－３を御覧ください。 

 同議案につきましては、地方税法の規定により、

議会において特定納税義務者である九州電力に対

して、文書により意見聴取を行う必要があります。 

 資料下の四角がこみを御覧ください。 

 地方税法第６６９条の規定を抜粋しております。

同条２項の下から２行の下線部分に、「当該市町

村法定外普通税の新設又は変更する旨の条例を制

定をしようとするときは、当該市町村の議会にお

いて、当該特定納税義務者の意見を聴くものとす

る」とありますが、この規定に基づく意見聴取で

あります。 

 その手続と意見書の取扱いについては、資料の

中ほどの表に記載のとおりであります。８月

２２日議案上程の後、議長名の意見照会文書を九

州電力本社に郵送、８月３１日までに同社から意

見書を提出いただき、９月４日の議運で説明、

９月５日の本会議で当該意見書の写しを配付の上、

委員会付託という取扱いになります。 

 前回、平成３０年の条例制定の際の九州電力の

意見書については、別紙の参考資料のとおりであ

ります。 

 資料の４－２にお戻りいただきまして、２ペー

ジを御覧ください。 

 議案第８４号及び議案第８５号は、財産の取得

議案であり、消防ポンプ自動車及び救急自動車更

新のため、それぞれ記載のとおり車両を取得しよ

うとするもの。 

 議案第８６号は、北薩３消防本部指令センター

システム構築整備事業に関する契約議案であり、

本市がさつま町及び阿久根地区消防組合消防本部

と共同して実施する北薩３消防本部指令センター

システム構築整備事業について、記載のとおり事

業計画を締結しようとするもの。 

 議案第８７号は、火災予防条例の一部改正であ

り、関係省令等の一部改正に伴い、急速充電設備

の全出力の上限の撤廃、蓄電池設備に係る基準及

び固定燃料を用いた火気設備の離隔距離の見直し、

その他所要の規定の整備を図ろうとするもので、

以上の７件は、９月７日の生活福祉委員会に付託

してはと考えます。 

 次に、議案第８８号は、財産の無償貸付議案で

あり、きんかんの里ふれあい館の土地・建物を物

産販売及びこれに付随するサービスを行う施設と

して使用することを条件に、本年１０月１日から

の５年間、入来日の丸市場マルタ果実に無償貸付

しようとするもの。 

 議案第８９号は、財産の無償譲渡議案であり、

川内高城温泉の共同湯の建物を広く市民が利用す

ることのできる共同浴場の用途に供する建物とし

て使用することを条件に、湯田地区コミュニティ

協議会に無償譲渡しようとするもの。 

 議案第９０号及び第９１号は、５災第１号市道

江石里線道路災害復旧工事及び道路メンテナンス

事業開戸橋耐震補強Ｐ３工事に関する契約議案で

あり、それぞれ記載のとおり、工事請負契約を締

結しようとするもの。 

 議案第９２号及び第９３号は、道路メンテナン

ス事業川内河口大橋耐震補強工事に関する契約変

更議案であり、９２号がＰ１について、９３号が

Ｐ３について施工内容の一部を変更して実施する

必要が生じたことから、それぞれ記載のとおり、

工事請負契約を変更しようとするもの。 

 議案第９４号は、景観条例の一部改正であり、

景観法に基づき条例で定める景観計画区域内にお

ける届出を要しない行為について、工業地域、工

業専用地域及び田園住居地域における一定の建築

物の建築等を追加しようとするもので、以上の

７件は、９月６日の産業建設委員会に付託しては
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と考えます。 

 なお、議案第８０、８２号、８４号及び８５号

の財産取得議案、議案第８６号の事業契約議案、

議案第８８号の財産の無償貸付議案、議案第

８９号の財産の無償譲渡議案並びに議案第９０号

から９３号までの工事請負契約及び変更議案につ

いては、除斥対象議案であるかどうかの確認を行

う必要がありますことから、今後、各議員に文書

等で照会させていただいた上で、該当者がいる場

合には議事運営上、必要な対応をしていく予定で

あります。 

 次に補正予算であります。資料４－２の４ペー

ジになります。 

 議案第９５号は、令和５年度の一般会計補正予

算であり、９月６日、７日、８日の各常任委員会

に分割付託してはと考えます。 

 次の議案第９６号の特別会計補正予算は、６日

の産業建設委員会に、議案第９７号から第

１００号までの各特別会計補正予算は、７日の生

活福祉委員会に付託してはと考えます。 

 最後に、今後の提出予定議案でありますが、

９月２０日に報告３件、人事案件４件、決算認定

議案１３件。 

 最終日の１０月５日に一般議案１件、人事案件

２件の提出がそれぞれ予定されているようであり

ます。詳細は、付議事件一覧の４ページに記載の

とおりであります。 

○委員長（森満 晃）ただいま、事務局長か

ら説明がありましたが、当局から補足説明があり

ますか。 

○保健福祉部長（小柳津賢一）議案第７９号

について若干の補足説明をさせていただきます。

こちらにつきましては、国の上位法令の改正に伴

いまして、条例の項ずれの改正を行おうとするも

のでございますけれども、上位法令の施行期日が

来月９月１６日になっておりまして、９月２０日

の本会議の議決ではこれに間に合いませんので、

初日議決をお願いしたいとしているものでござい

ます。 

○財政課長（大濱浩一）議案第９５号から第

９９号までの各会計補正予算の概要について説明

いたします。 

 別冊の薩摩川内市各会計予算書第７回補正の

１１１ページ、「各会計歳入歳出補正予算額調」

を御覧ください。 

 今回の補正は、一般会計のほか、天辰第二地区

土地区画整理事業特別会計をはじめ、４特別会計

において、予算補正を行っております。 

 一 般 会 計 の 補 正 額 は 、 １ ３ 億 ７ ８ ９ 万

８,０００円の増額で、補正後の額を５７９億

３,８６４万３,０００円とするものであり、特別

会計の補正額は御覧のとおりであります。 

 まず、特別会計の主な補正内容について説明い

たします。 

 天辰第二地区土地区画整理事業は、繰越明許費

の設定を。国民健康保険事業は、事務処理システ

ムの改修に要する経費の計上を。国民健康保険直

営診療施設勘定特別会計は、職員異動等に伴う給

与費等の増減や、寄附受入れに伴う医療機器購入

費の増額を。介護保険事業は、職員異動等に伴う

給与費等の増額等を行うものであります。 

 それでは、一般会計補正予算の概要を説明いた

しますので、１１５ページの「２歳出目的別」を

御覧ください。 

 議会費では、議会管理費において、職員異動等

に伴う給与費等の減額を行っております。 

 なお、今回の補正では各予算科目において、職

員異動等に伴う給与費等の増減調整を行っており

ますが、５４ページから５６ページに給与費明細

書をお示ししておりますので、各予算科目におけ

る給与費等についての説明は省略いたします。 

 総務費では、財産一般管理費において、前年度

決算における純繰越金が確定したことに伴う法定

積立を行うため、財政調整基金積立金を増額する

ものであります。 

 民生費では、介護保険対策費において、介護保

険事業特別会計繰出金を増額し、児童館費におい

て、放課後児童クラブ施設整備への支援経費を増

額するものであります。 

 衛生費では、地域医療対策費において、国民健

康保険直営診療施設勘定特別会計繰出金等を増額

するものであります。 

 農林水産業費では、農業振興育成事業費におい

て、有害鳥獣捕獲事業等に係る県補助内示や今後

の捕獲見込みにより所要経費を増額するものであ

ります。 

 商工費では、コミュニティバス等利用促進事業

費において、広域的バス路線の維持、確保のため
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の補助に要する経費を計上し、土木費では、一般

道路整備事業費において、関係機関との協議が整

った市道整備に要する経費を増額するものであり

ます。 

 消防費では、常備消防車両等購入費において、

下甑分駐所配備の救急自動車の更新整備に要する

経費を計上するものであり、教育費では、教育指

導費において、祁答院地域の小学校再編に伴う施

設・設備整備等に要する経費を増額し、小学校扶

助費及び中学校扶助費において、小・中学校のス

クールバス運行経費の執行見込みにより減額する

ものであります。 

 諸支出金では、下水道事業費において、下水道

事業会計負担金及び補助金を増額するものであり

ます。 

 次に、歳入について説明いたしますので、

１１３ページ「１歳入」を御覧ください。 

 国庫支出金では、児童福祉費補助金として、放

課後児童クラブ施設整備に係る補助金を増額する

ものであります。県支出金でも同様に、児童福祉

費補助金として、放課後児童クラブ施設整備に係

る補助金を増額し、農業費補助金として、有害鳥

獣捕獲事業等に係る補助金を増額するものであり

ます。 

 寄附金では、保健衛生費寄附金として、３件の

御寄附を頂きましたので、計上するものでありま

す。 

 繰入金では、森林環境譲与税基金繰入金におい

て、充当事業の実績見込みにより増額するもので、

繰越金では、決算に伴う前年度繰越金を今回補正

の財源として増額するものであります。 

 市債では、道路整備事業債として、瀬ノ岡・丸

山線整備事業の財源を増額し、消防防災施設整備

事業債として、救急自動車更新整備の財源を増額

し、教育施設整備事業債として、祁答院地域小学

校再編事業の財源を増額するものであります。 

 次に、繰越明許費について説明します。

１１ページを御覧ください。 

 第２表、繰越明許費は、消防資機材整備事業に

ついて設定するもので、年度内の事業完了が見込

めないことから、翌年度に繰り越して使用できる

経費とするものであります。 

 次に、債務負担行為補正について説明いたしま

す。１２ページを御覧ください。 

 第３表、債務負担行為補正は、川内看護専門学

校学生確保促進事業、地方公共交通特別対策事業、

借上型地域振興住宅事業、樋脇学校給食センター

給食調理等業務委託の４事業を追加するもので、

期間及び限度額は御覧のとおりであります。 

 次に、地方債補正について説明いたします。

１３ページを御覧ください。 

 第４表、地方債補正は、道路整備事業、消防防

災施設整備事業、教育施設整備事業の限度額を変

更するものであります。 

○未来政策部長（古川英利）ただいまの補正

予算の中に、九州・台湾クリエイティブウィーク

事業という事業が入っております。これは、日本、

台湾及びアメリカの産官学金の多様なキーマンを

薩摩川内市にお集まりいただいて、経済交流の促

進を図ろうとするものでございます。 

 薩摩川内市は、サーキュラー都市、資源循環都

市の実現に向けて、るるいろんな事業を展開して

おりますが、そのきっかけになればと考えており

ます。 

 実施開催日が１１月１５日、１６日、１７日の

３日間、１日目が九州経済フォーラム、これは福

岡の経済団体でありますが、九州経済フォーラム

によるシンポジウム。２日目、３日目は、ザ・台

湾九州実行委員会によるシンポジウムを計画して

ございます。ザ・台湾九州実行委員会は、スタン

フォード大学と鹿児島銀行と薩摩川内市で実行委

員会を構成したいと考えております。これに並行

しまして展示商談会、薩摩川内市のＰＲも考えて

おりますが、詳細につきましては、今後、説明さ

せていただく機会をお願いしたいと考えておりま

す。 

○委員長（森満 晃）そのほか、ありません

か。ただいま説明がありましたが、質疑、意見は

ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑、意見はないと認

めます。それでは、今期定例会に付議される議案

等の審査方法については、説明のとおり取り扱う

ことで、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議ありませんので、

そのように決定しました。 

 以上で、今期定例会に付議される議案等につい
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ての審査を終了いたします。 

 ここで、協議会に切り替えます。 

        ～～～～～～～～～～ 

        午前１０時２１分休憩 

        ～～～～～～～～～～ 

        午前１０時３４分開議 

        ～～～～～～～～～～ 

［休憩中に当局職員退室］ 

○委員長（森満 晃）ここで、本会議に戻し

ます。 

────────────── 

△閉  会 

○委員長（森満 晃）以上で、議会運営委員

会を閉会したいと思いますが、御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議ありませんので、

以上で、議会運営委員会を閉会いたします。 
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